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沖縄県農林水産部流通・加工推進課  

令和 5 年度 県内ホテルにおける県産食材利用促進事業（概要版） 
事業受託機関：株式会社 流通研究所 

県では「第 4 次沖縄県地産地消推進計画」に基づき、地域で生産された農林水産物を地域で消費す

る「地産地消」推進に係る取組を実施している。本事業では、県産農林水産物の需要拡大が見込まれ

る施設である県内ホテルにおいて県産食材の利用促進に繋がる取組等を実施することにより、県内ホ

テルにおける地産地消を推進する。 

 

■ １ 県内ホテルの地産地消を推進する取組 

⑴ 県産食材マッチング 

県内ホテルにおいて、県産食材を活用したメニュー開発、食材の評価、継続利用について検討す

る機会を創出することを目的に、具志頭ピーマン（八重瀬町産）、島らっきょう（伊江村産）、シー

クヮーサー果汁（大宜村味産）、パインアップル（名護市産）の 4品目について、県内ホテル（延べ

36 ホテル）に対してサンプルを提供した。サンプルを利用した結果、食材の継続的利用を検討する

ホテルに対し、既存の仕入れ先等を通じて食材を納入した。 

 

 

 リゾーツ琉球 ホテルサンスイナハ【那覇市】 

具志頭ピーマン、シークヮーサー果汁の 2 品目が、朝食ビュッフェの食材として活用された。 

 

 

 ラ・ティーダ西表リゾート【竹富町】 

島らっきょうが、施設併設レストランにおいて活用された。 

 

 

品名が記載されたメニューＰＯＰ 具志頭ピーマンのしゃぶしゃぶ 

（その他、具志頭ピーマンのグラタンな

ど複数のメニューの提供がなされた） 

料理の横に設置されたシークヮーサー果汁 

（その他、シークヮーサー果汁を使ったドリ

ンクなど複数の活用の提案がなされた） 

島らっきょうの天ぷら 生の島らっきょう（試作） 島らっきょうの豚肉巻き（試作） 
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⑵ 先進事例調査、県内ホテル等への情報発信 

サンプル提供を行う県産食材の情報を取りまとめて発信した（パインアップルは 7 月にサンプル

を希望するホテルに対し情報提供を行った）。また、県内外のホテルにおける地元食材活用の取組

事例を取りまとめ、沖縄県ホテル協会・沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合を通じて発信した（発

信対象施設数 309 件）。 

【情報提供実施概要】※ 紙面は抜粋 

第 1 回 

（10 月） 

 本事業によりサンプルを提供することとしたシークヮーサー果汁、島らっきょう、具

志頭ピーマンの 3 品目の情報提供を行った。 

第 2 回 

（2 月） 

 先進事例調査を行った県内外のホテルの事例を整理し提供を行った。 

  県内ホテル：ウェルネスリゾート沖縄ユインチホテル南城（南城市） 

        グランディスタイル沖縄読谷ホテル＆リゾート（読谷村） 

  県外ホテル：小田急ホテルセンチュリーサザンタワー（東京都） 

        四日市シティホテル（三重県） 

 

第 3 回 

（3 月） 

 本事業によるサンプル提供から、実際に食材を仕入れ、飲食施設において提供した事

例について、紙面に整理し提供を行った。 
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⑶ ホテル関係者向け産地ツアー 

ホテル関係者に対し、新たな食材との出会いや、調達先となり得る産地の情報を知る機会を提

供するとともに、生産者、流通関係者、実需（ホテル）の各関係者間の情報共有と連携を促進す

ることを目的に、産地ツアーを実施した。 

【実施概要】 

参加施設数 県内ホテル関係者 7 名 

内容 
① 生産者の案内によるほ場の見学 
② 収穫（もぎ取り）体験、試食、意見交換 
③ 南の駅やえせ視察、対象品目を使った簡易調理 

対象品目 具志頭ピーマン 

 

【実施風景】 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ ホテル関係者地産地消セミナーの開催 

ホテルにおける地産地消の拡大に向けた課題を関係者が共有することを目的に、本事業により

県産食材の仕入れ、活用に取り組んだ生産者、ホテル等の参加による意見交換（セミナー）を実

施した。 

【実施概要】                         【実施風景】 

参加者 
ホテル事業者 6 名、飲食事業者 4 名、仲卸事業者 1 名 
計 11 名（ほか、報道関係者２名） 

内容 
・朝食ビュッフェ体験   
・県産農産物の活用に関する情報共有  
・意見交換 

講師 
リゾーツ琉球株式会社 ホテル事業部統括部長 
統括総料理長 砂川 直樹様 

 

⑸  ホテル利用者に向けた情報発信 

過年度の事業において、県産食材を料理として提供したホテルよ  

り、地元食材を活用する展開をレストランの魅力向上につなげること  

を目的に、食材と合わせ食材の名前などの情報を発信することに対す 

るニーズがあった。このため、販促資材を作成しホテルに提供を行っ  

た。また、ホテルへの集客を図るため、地元食材を活用した料理を提  

供する朝食ビュッフェ（フェア）の取組について、イベント告知サイ 

ト（沖縄イベント情報ぴらつか暦）により一般消費者に周知を行った。 

                     
ビュッフェ会場配置用ミニのぼり→ 
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■ ２ 県産農林水産物の利用状況調査 

 ⑴ 調査概要 

   

⑵ 調査結果 

令和 4年度の県内ホテルにおける県産農林水産物（野菜、果実、畜産物、水産物の合計）の利用率

は 20.0%となり、前年度の 29.0%から 9.0%の減少となった。品目分類ごとの調査結果では、特に、水

産物と畜産物で減少した。 

【利用率】 

品目分類 令和 4年度 令和 3年度 前年度からの増減 

合計 20.0 29.0% -9.0% 

野菜 24.4 26.6% -2.2% 

果実 10.0 14.5% -4.5% 

畜産物 20.5 35.3% -14.8% 

水産物 30.0 51.6% -21.6% 

 

(3) 新たな指標の提案 

現状の指標は、軽量作物の割合が反映されにくい、また、農林水産業振興の視点からは、経済的な

指標も必要と考える。また、明確に沖縄県産と他県産の使用量を区分して整理しているホテルは限ら

れると考えられ、調査実施が難しい状況もある。以上を踏まえ、以下の方法による実施を提案する。 

 

実施 

方法 

 青果、水産は卸売市場の仲卸業者において、畜産物については食肉処理施設から畜産物
を購入する卸売業者において、ホテルへの供給割合の高い事業者を選定し、毎年度の調
査実施の協力を取り付ける。 

 調査項目は、青果、畜産、水産物それぞれの取扱金額・取扱量とし、金額ベース、重量
ベースの県産のシェアを把握する。 

 特に県産の供給が求められる品目は、品目個別に全産地合計と沖縄県産の取扱量と金額
を把握し、県産のシェアを把握する。 

指標 青果 

畜産物 

水産物 

特定品目 

 

調査対象 沖縄県内の宿泊施設 396 件 

調査方法 調査対象施設に対し、郵送にて調査依頼を実施し、Google フォームにて回答

を得た。また、イベント会場にて、紙面を配布し回答を得た。 

調査期間  2023 年 10 月～2024 年 1 月 

回収件数 38 件 

（参考）利用率推移 

・沖縄県産の取扱量÷全取扱量   ＝重量ベースの沖縄県産のシェア 

 

・沖縄県産の取扱金額÷全取扱金額 ＝金額ベースの沖縄県産のシェア 

 


